
 令和 3 年度 産業廃棄物受入・処分量フロー図 

                        圧縮梱包処理                       

 廃プラスチック類  3,401 t            廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 1,569 t            L 社 RPF ﾎﾞｲﾗｰ燃料 1,840 t(36.5%) 

           (67.7 %)                ｶﾞﾗｽくずｺﾝｸﾘｰﾄくず              

                                            及び陶磁器くず  0 t             Ｄ社 焼却処理（再生） 459 t(9.1%) 

                                                                Ｅ社 焼却処理（再生） 50 t(1.0%) 

  紙くず   319 t               破砕施設Ⅳ                   

(6.3%)                           廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 1,203 t            Ｉ社 有価物（圧縮梱包）1,272ｔ(25.3%) 

                                                紙くず        319 t                       

                                                 木くず     557ｔ           

  木くず   791 t                 繊維くず     0.03ｔ                  Ａ社 安定型埋立処理委託 365 t(7.2%) 

             (15.7%)                                                 Ｂ社 安定型埋立処理委託 138 t(2.7%) 

                      Ｃ社 安定型埋立処理委託 293 t(5.8%)  

                          

  繊維くず    1 t 未満             破砕施設Ⅱ                     Ｎ社 再生利用(有価物) 237 t(4.7%) 

              (0.0%)  廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類    596 t 

                                               木くず      234 t                       Ｍ社 原料ﾘｻｲｸﾙ(有価物) 151 t(3.0%) 

 金属くず    237 t 金属くず     237 t            Ｈ社 原料ﾘｻｲｸﾙ(有価物) 182 t(3.6%) 

             (4.7%)                                               

                                               破砕処理Ⅲ                 Ｐ社 再生利用（圧縮・切断）10ｔ(0.2%) 

がれき類   125 t (2.5%)                     ｶﾞﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄ陶磁器   134 t                 Ｏ社 原料ﾘｻｲｸﾙ  22 t (0.4%)  

                                がれき類          125 t 

  ｶﾞﾗｽくずｺﾝｸﾘｰﾄくず                                                          Ｋ社 原料ﾘｻｲｸﾙ  25 t (0.5%)  

     及び陶磁器くず 155 t                   破砕処理Ⅰ                                                

                   (3.1%)                      ｶﾞﾗｽくず    21 t                                       

                        

                                               熱溶融処理 

  受入量 5,028 t(100%)             廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 32 t                            排出量 5,044 t(100%) 

                                                                                       ㈱北日本環境保全 

                                             令和 4年 3月 31 日までのデータ 

 



 令和 2 年度 産業廃棄物受入・処分量フロー図 

                        圧縮梱包処理                       

 廃プラスチック類  3,108 t            廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 1,500 t            L 社 RPF ﾎﾞｲﾗｰ燃料 1,861 t(41.1%) 

           (68.6 %)                ｶﾞﾗｽくずｺﾝｸﾘｰﾄくず              

                                            及び陶磁器くず  0 t             Ｄ社 焼却処理（再生） 246 t(5.4%) 

                                                                Ｅ社 焼却処理（再生） 49 t(1.1%)  

  紙くず   302 t               破砕施設Ⅳ                   

(6.7%)                           廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 1,048 t            Ｉ社 有価物（圧縮梱包）1,344ｔ(30%) 

                                                紙くず        301 t                       

                                                 木くず     518ｔ           

  木くず   723 t                 繊維くず     0.85ｔ                  Ａ社 安定型埋立処理委託 291 t(6.4%) 

             (16%)                                                  Ｂ社 安定型埋立処理委託 182 t(4%) 

                      Ｃ社 安定型埋立処理委託 111 t(2.4%) 

                          

  繊維くず    1 t 未満             破砕施設Ⅱ                     Ｎ社 再生利用(有価物) 232 t(5.1%) 

              (0.0%)  廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類    526 t 

                                               木くず      205 t                       Ｍ社 原料ﾘｻｲｸﾙ(有価物) 131 t(2.9%) 

 金属くず    232 t 金属くず     232 t            Ｈ社 原料ﾘｻｲｸﾙ(有価物)  4 t(0.1%) 

             (5.1%)                                               

                                               破砕処理Ⅲ                 Ｐ社 再生利用（圧縮・切断）18ｔ(0.4%) 

がれき類    48 t (1%)                     ｶﾞﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄ陶磁器    98 t                   Ｏ社 原料ﾘｻｲｸﾙ  20 t (0.4%)  

                                がれき類         48 t 

  ｶﾞﾗｽくずｺﾝｸﾘｰﾄくず                                                          Ｋ社 原料ﾘｻｲｸﾙ  37 t (0.8%) 

     及び陶磁器くず 118 t                   破砕処理Ⅰ                                                

                   (2.6%)                      ｶﾞﾗｽくず    20 t                                       

                        

                                               熱溶融処理 

  受入量 4,532 t(100%)             廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 33 t                            排出量 4,526 t(100%) 

                                                                                       ㈱北日本環境保全 

                                             令和 3年 3月 31 日までのデータ 

 



 平成 31・令和元年度 産業廃棄物受入・処分量フロー図 

                        圧縮梱包処理                       

 廃プラスチック類  3,416 t            廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 1,536 t            Ｇ社 原料ﾘｻｲｸﾙ             36 t(0.7 %) 

           (65.5 %)                ｶﾞﾗｽくずｺﾝｸﾘｰﾄくず              

                                            及び陶磁器くず  0 t             Ｄ社 焼却処理（再生）     497 t(9.6%) 

                                                                Ｅ社 焼却処理（再生）      22 t(0.4%)  

  紙くず   391 t               破砕施設Ⅳ                   Ｆ社 焼却処理（再生）      21 t(0.4%)  

(7.5%)                           廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 1,307 t            Ｉ社 有価物（圧縮梱包）  1,296ｔ(25.0%) 

                                                紙くず        391 t                       

                                                 木くず     693ｔ           Ｌ社 RPF ﾎﾞｲﾗｰ燃料       1,896 t(36.6%) 

  木くず   899 t                 繊維くず     0.06ｔ                  Ａ社 安定型埋立処理委託     364 t(7.0%) 

             (17.2%)                                                Ｂ社 安定型埋立処理委託      42 t(0.8%) 

                      Ｃ社 安定型埋立処理委託     359 t(6.9%) 

                          

  繊維くず    1 t 未満             破砕施設Ⅱ                     Ｎ社 再生利用(有価物)       237 t(4.6%) 

              (0.0%)  廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類    539 t 

                                               木くず      206 t                       Ｍ社 原料ﾘｻｲｸﾙ(有価物)    169 t(3.3%) 

 金属くず    237 t 金属くず     237 t            Ｈ社 原料ﾘｻｲｸﾙ(有価物)     129 t(2.5%) 

             (4.5%)                                               Ｊ社 再生利用（圧縮）    12ｔ(0.2%) 

                                               破砕処理Ⅲ                 Ｐ社 再生利用（圧縮・切断） 24ｔ(0.5%) 

がれき類   146 t (2.8%)                     ｶﾞﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄ陶磁器 102 t                   Ｏ社 原料ﾘｻｲｸﾙ         25 t (0.5%)  

                                がれき類        146 t 

  ｶﾞﾗｽくずｺﾝｸﾘｰﾄくず                                                          Ｋ社 原料ﾘｻｲｸﾙ              48 t (1.0%) 

     及び陶磁器くず 129 t                   破砕処理Ⅰ                                                

                   (2.5%)                      ｶﾞﾗｽくず    27 t                                       

                        

                                               熱溶融処理 

  受入量 5,218 t(100%)             廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 34 t                            排出量 5,177 t(100%) 

                                                                                       ㈱北日本環境保全 

                                             令和 2年 3月 31 日までのデータ 


